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平
成
19
年
度
成
人
式 

　
１
月
４
日
（
金
）
、
和
水
町
三
加
和
公
民
館

で
平
成
19
年
度
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
62
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
１
５
３
人
（
男
64
人
、
女
89
人
）
で
、

当
日
は
、
１
４
１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
　 

　
式
典
で
は
、
新
成
人
の
名
前
が
呼
び
上
げ

ら
れ
た
後
、
代
表
者
に
成
人
証
書
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
新
成
人
を
代
表
し
て
、
�
木
友
視
さ
ん
・

戸
上
友
里
恵
さ
ん
が
「
家
族
・
友
人
・
支
え

て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
し
た
い
。
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
今
後
は
、
支
え
て
く
れ
た
人
々
・

地
域
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
。
」
と
新

成
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

坂
梨
町
長
や
小
中
学
生
か
ら
の
お
祝
い
の
言

葉
な
ど
が
あ
り
、
最
後
に
新
成
人
者
を
代
表

し
て
牛
島
雅
樹
さ
ん
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

約
１
時
間
の
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

中
学
時
代
の
写
真
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
の
放
映
が
あ
り
、
式
典
の
厳
粛
な
雰

囲
気
と
は
変
わ
り
、
笑
い
声
と
拍
手
が
絶
え

▲平井裕二さん（岩尻）、北

原絵理さん（上平野）が成人

証書・記念品を受け取りました。 

　戸上友里恵さん（野田） 

▼�木友視さん（竈門） 

が新成人としての決意を力強

く述べました。 

▲菊水地区 

希
望
と
責
任 

　
　
　
　
大
人
へ
の
門
出 
希
望
と
責
任 

　
　
　
　
大
人
へ
の
門
出 

▲
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●
重
大
ニ
ュ
ー
ス 

国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、
J 
R
グ
ル
ー

プ
７
社
が
発
足 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始 

利
根
川
進
が
ノ
ー
ベ
ル
賞『
医
学
・
生
理
学
賞
』

受
賞 

●
ス
ポ
ー
ツ 

プ
ロ
野
球
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
衣
笠
祥
雄
が

連
続
試
合
出
場
２
１
３
１
の
世
界
新
記
録
を

樹
立 

岡
本
綾
子
、
全
米
女
子
ゴ
ル
フ
初
の
外
国
人

賞
金
王 

●
流
行
語
大
賞 

マ
ル
サ
（
映
画
マ
ル
サ
の
女
） 

懲
り
な
い
○
○
（
塀
の
中
の
懲
り
な
い
面
々
） 

●
文
学
作
品 

サ
ラ
ダ
記
念
日
（
俵
万
智
） 

塀
の
中
の
懲
り
な
い
面
々
（
安
部
譲
二
） 

●
映
画 

マ
ル
サ
の
女
、
ハ
チ
公
物
語
、
竹
取
物
語 

●
ヒ
ッ
ト
曲 

愚
か
者
（
近
藤
真
彦
） 

命
く
れ
な
い
（
瀬
川
瑛
子
） 

君
だ
け
に
（
少
年
隊
） 

●
テ
レ
ビ 

大
河
ド
ラ
マ
『
独
眼
流
正
宗
』 

●
物
価 

大
卒
初
任
給
１
５
２
、
６
３
０
円 

昭
和
62
年
の
出
来
事 

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

　
華
や
か
な
振
り
袖
や
羽
織
・
袴
、
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
若
者
た
ち
は
、
晴
れ
や
か
に

大
人
へ
の
一
歩
を
歩
み
だ
し
ま
し
た
。 

　戸上司さん（江栗）が『交通
ルールを守ります！』と宣言し
ました。 
　春富小１年の柿原真輝くん・
中村百花さん、菊水中3年の赤
星翔太さん・前田鈴歩さんが新
成人のお兄さん・お姉さんにお
祝いの言葉を贈りました。 

▲三加和地区 

▲
 

▲
 


